
総合的な学習の時間を通した

個別最適な学びと協働的な学び

５年【地域野菜のおいしさを広める学習】を通して

相模原市立大島小学校 荒木真人



未来へつなぐ
私たちの文化
～大ちゃん野菜のおいしさを広めよう～



単元を支える
キーパーソン

和泉 大樹 氏

単元の概要



大ちゃん野菜



食文化➡野菜

弁当作り➡販売



和泉 大樹さんとの

の活動決め

大島が東京に
一番近い野菜
の産地として
認められたい



大島が東京に
一番近い
野菜の産地として
認められたい

給食に使われている

学校で広める
学校外で広める方法は？

弁当を作って多くの人に食べてもらいたい



校外に
広める
取組

種類は？

数は？

食材は？

どこで？

費用は？

宣伝は？



協力者による



実践の中での
個別最適な学び・協働的な学び



課題の設定～情報の収集場面

食べてもらいたい人
(ターゲット)を決める

ターゲットに合う
弁当を考える

子供向け お年寄り向け

たくさん食べたい人向け

軽く食べたい人向け

甘いものが好きな人向け



子供向け弁当
「自分の好き嫌いも
生かせそうだな」

たくさん食べたい人向け弁当
「おすすめの旬野菜はたくさんあるよ」
「たくさんおいしい野菜を食べてほしいな」

甘いものが好きな人向け
「お菓子なら作ったことある」
「野菜スイーツを作ろうよ」

お年寄り向け弁当
「地域に住むお年寄りが
増えているって聞いた」

軽く食べたい人向け弁当
「少なめで喜ばれる

こともあるかも」



課題の設定～情報の収集場面

食べてもらいたい人
(ターゲット)を決める

ターゲットに合う
弁当を考える

同じターゲットをもつ
友達とチームを作る

「スイーツを作るのに、
牛乳が必要だね」

「北島牧場の人と話したい・・・」
「でも電話番号が・・・」

「スイーツチームはどうやって
北島牧場を知ったの？」

「和泉さんに教えてもらったんだから
きいてみればいいんだ！」

自ら学習を調整



整理・分析～まとめ・表現場面

収集した情報から
子供の好みに合うものを選ぶ

ターゲットを
「子供」と決める

別なチームとも相談する

新たな気付き



大ちゃん野菜以外の
食材調達について考える

地域野菜全般へ意識が広がる

地域の方との協働

トマトの収穫は
１月からなんだよ

新たな知識の獲得



地域の方との協働

大根の照り焼きではなくて
煮物の方がいいかも

フィードバック

メニュー提案

探究の深まり



今後… 宣伝における方法検討と活動

効果の検証 次の探究サイクルへ



学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料より

探究を深める 知識が広がる


